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   教育委員会定例会（平成２７年９月）会議録    

１ 日   時 平成２７年９月１１日（金）１５：００～１６：１０ 

２ 場   所 あかがねミュージアム地下１階 多目的ホール 

３ 出 席 者 委 員 長  三木 由紀子  

委    員   伊藤 嘉秀 宮内 文久 長野 美和子 

教 育 長   阿部 義澄 

事務局長  木村 和則 

総括次長  眞鍋 育朗 

次  長  高橋 良光 横井 邦明 赤尾 恭平 

課  長  高橋 正弥 渡辺 環 曽我部 みさ 桑原 一郎 

４ 教育長の一般報告 教育長の報告 

８月分行事報告及び９月分行事予定について 

その他 

５ 記録者氏名 社会教育課 岡部 文仁 

６ 会議の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜教育長の一般報告＞ 

 

＜報告＞ 

 報告第７号 専決処分の報告について（平成２７年度補正予算

［第４号］の議案送付について） 

 

＜議案＞ 

議案第４０号 新居浜市スポーツ推進審議会委員の委嘱につ

いて 

 

＜いじめ、不登校等生徒指導関係について＞ 

 

＜その他＞ 

（１）平成２７年度教育委員会取組方針について 

（２）平成２６年度決算について 

（３）平成２７年度全国学力・学習状況調査について 
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三木委員長 

 

 

 

 

 

 

 

阿部教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは定刻がまいりましたので、ただ今から平成２７年第９回

新居浜市教育委員会定例会を開催いたします。 

 本日の会議録署名委員は、伊藤委員さん、長野委員さんにお願い

いたします。会期は本日限りといたします。 

 平成２７年第８回定例会会議録承認は、宮内委員さん、伊藤委員

さんにご署名をいただいております。 

 それでは、教育長さんの一般報告をお願いいたします。 

  

それでは、一般報告を行います。資料の２ページをご覧ください。 

１８日 第２回新居浜あかがね算数・数学コンテストが開催され

ました。数学的な考え方を駆使し、難問に挑戦することを通して、

工夫して解く喜びや算数・数学の楽しさを味わうことにより、優れ

た数学的な資質能力を備えた児童生徒の育成を目的として、昨年に

続き２回目の開催となりました。昨年より約１００名増加の挑戦と

なり、小学生１２５名、中学生１４６名の参加がありました。参加

した児童生徒と、問題作りから試験会場でのお世話までしていただ

いたボランティアの関係者の方々に深く御礼申し上げます。 

平成２７年度第１回社会教育委員会議が開催されました。平成２

７年度の社会教育関係事業や成人式の在り方について説明が行わ

れました。 

１９日 第１回地域発達支援協議会が新居浜特別支援学校川西

分校で開催され、分校長から学校の概要説明や校内見学をしていた

だきました。また、平成２６年度の発達支援課の取組み実績の報告

を受けて、各委員より今後の発達支援課の方向性等の協議が行われ

ました。 

２０日 第２回小中学校教務主任研修会が開催されました。「新

居浜市学力向上推進委員会の取組を受け、確かな学力の定着と向上

のために主幹教諭または教務主任としてどのように取り組んでい

るか。」のテーマで研究協議が行われました。 

２１日 ２０１５よさこい全国大会で優秀賞「粋（いき）」を受

賞した「浜っ鼓★弾★ＤＡＮ」が、市長に報告に来られました。昨

年の地方車賞「轟」の受賞に続き、２年連続の受賞となりました。 

２２日 国民体育大会第３６回四国ブロック大会ウエイトリフ

ティング競技が新居浜市重量挙練習場を会場として開催されまし

た。   

２４日 ＪＣカップＵ－１１少年少女サッカー大会に県代表と
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して多喜浜・垣生サッカースクールが出場することになり、その喜

びと大会での抱負を市長に報告に来られました。全国の４７都道府

県より４７チームが参加して行われる、５年生を中心とした大会で

す。 

２６日～２７日 グローバルな人材の育成に向けたＥＳＤの推

進事業 ユネスコスクール・ＥＳＤ研修会ｉｎ大牟田「つながろう、

語り合おう、持続可能な社会づくりのための処方箋！」が大牟田市

教育委員会が主催となって開催されました。大牟田市教育委員会

は、昨年度から文部科学省の推進事業を受け、福岡教育大学とＥＳ

Ｄコンソーシアムを結成しています。地域のＥＳＤをさらに推進す

るために企画されました。新居浜市教育委員会では今年から鳴門教

育大学とコンソーシアムを結成しており、大変参考になりました。 

２６日 第２９回全日本小学生男子ソフトボール大会で３位入

賞を果たした中萩ＪＳＳの選手らが市長に報告に来られました。 

２７日 第３回教育支援委員会が開催され、主に来年度新入学す

る児童５３名の適切な就学先について協議されました。 

２８日 第４回小中学校教頭研修会が「『持続発展教育（ＥＳＤ）

の推進による楽しい学校づくり』を進める中、自己の取組をどう分

析・評価し、どのように改善しようとしているか。」のテーマで研

究協議が行われました。 

あすなろ教室での夏季休業中の後期学習会が２８日まで開催さ

れました。前期の参加者２０名、後期の参加者３１名でした。 

２９日～３０日 第５回高校生笑い日本一決定戦「笑顔甲子園

“絆”ｉｎ新居浜」が開催されました。 

３０日 市Ｐ連レクバレー大会が市民体育館で開催され、新居浜

小学校が優勝、中萩小学校が準優勝となりました。 

３１日 第５回新居浜市議会定例会本会議が開催されました。 

新居浜市東雲市民プールの今年度の開園が終了しました。６月２

０日からの利用者は４３，２７３人でした。昨年度より約６，００

０人の増加でした。今年は真夏日が続いたので、それを数字で示し

ているのではないかと思います。 

９月１日 新居浜市主催の平成２７年度の新居浜市福祉プール

開放事業は、警報発令のため中止となりました。  

公立幼稚園・小中学校で第２学期が開始されました。 

２日 にいはまスクールエコ運動認定証授与式が執り行われ、新

規認定校として、金栄小の縦割り班での花づくりやリサイクル活動
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等、惣開小の花いっぱい活動・裏紙の再利用・ＰＴＡとの連携活動

等、大生院小の一人一鉢栽培・生ごみたい肥作り・環境調査等の活

動が認められました。これまでの取組について自信あふれる態度

で、児童の皆さんから説明が行われました。今年で１５校の小学校

が認定され、平成３１年には全ての小中学校が認定される予定で

す。 

５日 心理アセスメント教室がこども発達支援センターで開催

され、１５名の教員が参加されました。 

６日 別子小中学校運動会が開催されました。 

ＳＳＴ研修会が開催されました。  

８日～１０日 新居浜市議会定例会本会議一般質問が行われ、８

名の議員さんから質問がありました。主なものとして、子どもの遊

び場創出と運動能力の向上について、総合教育会議について、小中

学校のエアコン設置について、新居浜市史について、教育問題につ

いて、高津公民館の多目的用地確保について、育鵬社の歴史教科書

採択について、あかがねミュージアムの運営について、放課後子ど

も総合プランについて等がありました。 

８日 第７０回国民体育大会に出場する新居浜選手団の壮行会

が開催されました。新居浜市からは１３競技３８名の選手が出場す

ることになりました。日頃の練習の成果を発揮するとともに、２年

後の愛媛県での国体開催の盛り上がりに期待したいものです。 

１１日 新居浜市議会福祉教育委員会が開催されました。 

その他、９月の主な行事予定について報告を申し上げます。 

１３日 中学校運動会（ひびき分校・別子中学校を除く。） 

１７日 新居浜市議会定例会本会議 

１９日 第３回中学校トップアスリート事業（市営サッカー場） 

２０日 小学校運動会（若宮小・浮島小は５月に実施済。別子小

は中学校と一緒に実施済。） 

２４日 中学生英語スピーチコンテスト（市民文化センター） 

２６日 中学生アメリカ訪問団第５回事前研修会 

２９日～３０日 中学校新人体育大会 

以上で、一般報告を終わります。 

なお、お手元にあかがね算数・数学コンテストで使用した問題を

お配りしていると思います。解答も入れておりますので、ぜひ解い

てみてください。小学生で１００点が１２名おります。小学生に負

けないように頑張っていただきたいと思います。中学生は昨年は１
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 三木委員長 

 

 

 

 

 眞鍋総括次長兼社会教

育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

００点がいましたが、今年は残念ながら９０点が最高で、２名おり

ました。２番の３、３番の３がそれぞれ違っていました。問題作成

者に尋ねたところ、今年の中学生のレベルは非常に難しかったそう

です。小学生は、１００点が昨年５名でしたが今年は１２名で、今

年は簡単だったのではないかという話でした。そういうことで、１

００点が金賞、７０点から８９点が銅賞ということで、合計で３５

名が銅賞までに入っており、受賞率は３６％でした。中学生の受賞

率は２４％でした。ただ、期待されるのは中学生のトップになった

のは、１年生と３年生でした。１年生でも解けるし、３年生でも解

ける問題となっています。小学生でも１００点１２名のうち５名が

５年生です。そういった形で、問題作成としては難しかったけどよ

かったのではないか。そして、学年関係なく、努力して解析ができ

る子どもが育っているなと思いました。２回目で約１００名近く参

加者が増えているのは、新居浜の子どもたちも頑張っているなと、

学力向上に対して期待できる子どもがいることがわかりました。非

常に嬉しいことだと思います。 

 

ありがとうございました。ただいまの教育長さんの一般報告で、

何かご質問やご意見等はございませんか。 

次に、報告に移ります。報告第７号「平成２７年度補正予算（第

４号）の議案送付について」事務局から説明をお願いいたします。 

 

議案書の８ページ及び９ページをお目通しください。報告第７号 

専決処分いたしました平成２７年度新居浜市一般会計補正予算（第

４号）のうち、教育委員会関係予算について、ご説明を申し上げま

す。別冊の平成２７年度補正予算書及び予算説明書の３ページをお

開きください。第１０款教育費 第６項保健体育費で補正額３，０

００千円の増額となりまして、教育費総額で、補正後の額を５，０

５０，１４０千円にしようとするものでございます。 

 それでは、目の行政目的に添ってご説明申し上げます。３０ペー

ジをお開きください。体育施設管理運営費につきましては、本年５

月に、山根公園屋内プールの天井が一部落下し、その対応として、

天井修繕等を実施いたしましたが、今後も、市内の体育施設におき

ましては、想定外の不具合等の発生に対しまして、緊急に修繕対応

するため、施設修繕料の増額補正をするものでございます。以上で、

平成２７年度新居浜市一般会計補正予算（第４号）に伴う専決処分
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 三木委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 委員一同 

 

 三木委員長 

 

 

 

 

 阿部教育長 

 

 

 

 

 

 

 三木委員長 

 

 

 

 

 木村事務局長 

 

 

 

 

 

 三木委員長 

についての報告を終わります。 

 

ありがとうございました。ただ今のご説明で、何かご質問やご意

見等はございませんか。 

それでは、議案審議に移ります。本日の議案は第４０号の１議案

でございますが、こちらは人事案件でございますので、新居浜市教

育委員会会議規則第３７条の規定により、この会の最後に非公開で

審議させていただきたいと思いますが、ご異議ございませんでしょ

うか。 

 

はい。 

 

ご異議がないようですので、最後に非公開で審議させていただき

ます。 

 それでは、いじめ、不登校等生徒指導関係に移ります。事務局か

ら説明をお願いいたします。 

 

 お手元の生徒指導関係資料をご覧ください。 

＜資料に基づき説明＞ 

 １ 不登校について 

２ いじめについて 

３ 不審者情報 

４ 交通事故について 

  

 ありがとうございました。ただ今のご説明について、何かご質問

やご意見等はございませんか。 

 それでは、その他に移ります。（１）平成２７年度教育委員会取

組方針について、事務局から説明をお願いいたします。 

 

 ８月の定例会でお示ししました教育委員会取組方針の７月末ま

での結果につきまして、特にご意見はいただいておりませんので、

ホームページに公開したいと思っております。総合文化施設につき

ましては、まだヒアリングをしている状況でございまして、でき次

第お伝えできたらと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 ありがとうございました。ただ今の説明について、何かご質問や
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 眞鍋総括次長兼社会教

育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見等はございませんか。 

 次に、（２）平成２６年度決算について、事務局から説明をお願

いいたします。 

 

平成２６年度の教育費の決算についてご説明をいたします。お手

元に、平成２６年度新居浜市歳入歳出決算書、決算附属書類、平成

２６年度決算と主要な施策の成果等に関する説明書の３冊と年度

別教育費歳出決算の表をお配りしております。 

内容につきましては、「年度別教育費歳出決算」の表でご説明い

たしますので、表をご覧ください。右から３列目までが 平成２６

年度となっております。まず、２６年度の決算額といたしましては、

教育費合計４，０３１，４００千円となっており平成２５年度から

は額で２８８，９０８千円の増、伸び率で前年比７．７％の増とな

っております。また、予算額４，６２８，８２６千円に対して執行

率８７．１％となっております。この主な要因としましては、中学

校費の学校建設費、社会教育費の公民館費の執行率が低くなってお

ります。主な理由といたしましては、平成２６年度に予定しており

ました工事等につきまして、進捗が遅れたため、平成２７年度に繰

り越しをしたことなどによります。具体的には、口屋跡記念公民館

及び多喜浜公民館の耐震補強、大規模改修工事、中学校武道場天井

照明設備改修工事などでございます。また、平成２６年度の一般会

計の決算額総額が４８，５８８，３２１千円となっており、教育費

が総額に占める割合は８．３％となっております。 

次に、民生費についてでございます。放課後児童クラブ・行目で

放課後児童対策費につきましては８８，４４８千円の決算額となっ

ております。 

次に、総務費についてでございます。行目・総合文化施設建設推

進費及び総合文化施設建設事業につきましては、２，３１６，２７

８千円の決算額となっております。工事につきましては、２７年度

に一部繰り越しをしているため、執行率が６０．４％となっており

ます。 

次に、介護保険事業特別会計についてでございます。行目・高齢

者生きがい創造学園講座事業費につきましては、平成２５年度まで

一般会計の社会教育費で予算を組んでおりましたが、平成２６年度

から高齢者の健康づくりとして介護予防の側面もあることから講

座の事業費を、介護保険事業特別会計に組み入れたものでございま
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 三木委員長 

 

 

 

 

 高橋次長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。決算額は、８，４０９千円となっております。 

次に、災害復旧費についてでございますが、２６年度は該当があ

りませんでした。 

次のページに、年度別の教育費の費目別決算をグラフ化したもの

を示しております。また、事業ごとの詳細につきましては、「平成

２６年度決算と主要な施策の成果等に関する説明書」の教育費につ

いては１４１ページ以降、民生費の放課後児童対策費については、

４９ページ、総務費の総合文化施設については、２０、２１ページ、

介護保険事業特別会計の高齢者生きがい創造学園講座事業費につ

いては２１７ページに記載されておりますのでご覧いただきたい

と思います。以上が平成２６年度教育委員会関係の決算状況となっ

ております。以上で説明を終わります。 

 

ありがとうございました。ただ今の説明について、何かご質問や

ご意見等はございませんか。 

 次に、（３）全国学力・学習状況調査について、事務局から説明

をお願いいたします。 

 

お手元の「平成２７年度全国学力・学習状況調査結果」をご覧く

ださい。受験人数や調査内容について先にご説明してから、小学校

から順次ご説明申し上げます。まず、本年度の全国学力・学習状況

調査結果についてご報告申し上げます。調査人数は小学校６年生が

在籍する１６校：１，０７４名、中学校３年生が在籍する１１校：

１，０８６名でございます。文部科学省から８月２５日に調査結果

の返却がありました。調査内容ですけれども、学力調査の内容は国

語及び算数・数学につきましては、主として「知識」に関するＡ問

題と、主として「活用」に関するＢ問題を実施しました。理科につ

きましては、1単位時間の中で「知識」「活用」に関する問題を合わ

せて実施しました。また、「生活習慣や学習環境等に関する質問紙

調査」におきましては、学習意欲、学習方法、学習習慣、生活の側

面等に関する質問紙調査を行いました。 

それでは、お手元の資料の前から順番にご説明を申し上げます。

まず１ページ目をお開きください。（１）県内各市町の結果でござ

います。まず、愛媛県教育委員会が公表しております県内１９市町

と県立中等教育学校の教科に関する調査結果一覧表でございます。

表中の真横の黄色い矢印は全国平均値とプラスマイナス３ポイン
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ト未満の差、斜めの黄色い矢印は３ポイント以上の差を表しており

ます。緑や赤色は５ポイント以上の差を表しております。新居浜市

は小・中学校共に３ポイント以内の差でございまして、小学校にお

きましては算数Ｂが１．６ポイント上回っております。一方、中学

校におきましてはすべての項目で１～２ポイント全国平均を上回

っております。昨年度の状況と比較しますと、小学校、中学校共に

愛媛県内での順位を２つ上げております。学力向上に関する市や各

学校の取組が功を奏してきている様子が伺えます。裏のページには

理科を加えた結果を掲載しております。理科につきましては、小学

校・中学校共に３～４ポイント程全国平均を上回っており、特徴的

な結果を示しております。 

次に、（２）県内小・中学校の度数分布の表をご覧ください。こ

の度数分布表は愛媛県内の小中学校の正答率を示したものでござ

います。新居浜市の平均は緑色で示しており、後ほど別の資料でご

説明申し上げますが、小学校から中学校へ学年が進むにつれ、学力

が向上する状況が新居浜市の数年来の特徴となっております。 

次に、（３）各教科の観点別の特徴について、ご説明申し上げま

す。各教科の各観点ごとに分析をしたのが、この蜘蛛の巣状のグラ

フです。赤い点線は全国平均を示し、新居浜市の平均は紺の実線で

表示しております。これを見ますと、それぞれの教科の各要素ごと

に強みと課題点がはっきりと分かります。 

＜資料に基づき説明＞ 

 １ 小学校の分析 

 ２ 中学校の分析 

次に、（４）新居浜市の学力調査結果の経年変化について、ご説

明いたします。次の細かな表のところをご覧ください。平成１９年

度から平成２７年度までのうち、平成２３年度を除く８年間の調査

結果が表示されております。表中の赤い矢印は、平成２４年度小学

校６年生で調査を受けた児童が、本年平成２７年度中学３年生にな

った時にどのように変化しているかを見ることができます。表中の

青色で着色された部分は、全国に比べ高い状況にあることを示して

おります。表の右端の赤い矢印をご覧ください。これにより、国語

と算数・数学の各項目を総合計しますと、平成２４年度から２７年

度の間に実に１１．２ポイント向上したことが分かります。平成２

５年度から新居浜市では学力向上推進委員会を立ち上げ、３つの部

会において研究を進めております。授業改善のために新居浜市標準
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学力調査を導入、学級集団づくりのためにはＱ－Ｕ検査を年２回実

施、全員が分かる授業を創造するためにユニバーサルデザインの授

業づくりの展開を進めております。平成２８年度にはこの３年間の

成果が一層表れるものと期待しつつ、取組を継続しているところで

ございます。 

次は、（５）市内各学校の調査結果でございます。次の２ページ

は新居浜市内の各小中学校の学力調査結果です。青色で着色されて

いる部分は全国平均よりも高いことを表しています。最初のページ

は正解率の状況です。小学校はほとんど全国平均値、中学校は全国

や愛媛県の平均値を上回っております。次のページは無回答率の割

合です。小・中学校共に全国平均よりも良い数値が出ています。 

次は、（６）設問ごとの正答率です。ここからの数ページは設問

ごとの正答率及び無回答率の詳細です。お時間のある時にお目通し

いただいたらと思います。 

次に、（７）「生活習慣や学習習慣に関する質問紙調査」結果につ

いて、ご説明いたします。今度は生活習慣や学習習慣に関する質問

紙調査の結果についてでございます。小・中学校共に１番から８７

番までの質問に対する結果が示されております。全国と比較して低

いものは赤字で示しております。また、新居浜市の数値につきまし

て、平成１９年度からの経年比較も合わせて見ることができます。

小学校で全国に比べて非常に良いものは、４１ 授業の初めにねら

いが示されている、５７ 国語の問題で最後まで解答を書こうと努

力した、６８ 算数の問題で最後まで解答を書こうと努力した、７

７ 理科の授業で観察や実験をした割合、８２ 理科の問題で最後

まで解答を書こうと努力したなどの項目です。小学生は最後まであ

きらめずに解くというところが抜き出ているところだと思います。

反対に課題となっているものは、２７ 地域行事への参加、２８ 

地域や社会の問題や出来事に関心がある、４８ 国語の勉強が好

き、５８ 算数の勉強は好きなどの項目です。小学校におきまして

は、児童の興味・関心・意欲を育てる魅力溢れる授業づくりをもう

一度考え直さなければならないと考えております。次に中学校でご

ざいます。中学校につきまして全国に比べて非常に良いものは、     

９ 夢や目標を持っている、１２ 携帯電話やスマートフォンの使

用時間が少ない、１９ 家の人が授業参観や運動会に来てくれる、   

３８ 授業で自分の考えを発表する機会が与えられる、５１ 読書

が好きである、その他小学校と同様に、理科の実験や観察の割合、
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最後まで解答しようと努力したなどの項目です。特に新居浜市では

小学校・中学校共に、実験や観察に費やす割合が全国に比べて非常

に高いということで、理科の結果にもその効果が表れているという

ことが読み取れると思います。反対に課題となっているものは、  

１４ 土日の３時間以上の勉強、２３ 家で授業の復習をするなど

の項目です。中学校は概ね良好な数値が出ております。 

最後に、総括意見を掲載しております。これはホームページ上に

公開する資料でございます。お目通しいただいたらと思います。最

後の表ですけれども、学習習慣等についての経年比較の特徴的なも

のを掲載しております。今後とも新居浜市学力向上推進委員会での

取組を核として、新居浜市内すべての学校が、全国平均を上回る結

果が残せるように、教職員と気持ちを一つにして取り組んでまいり

たいと思います。よろしく今後ともお願いいたします。以上でござ

います。 

 

ありがとうございました。ただ今の説明について、何かご質問や

ご意見等はございませんか。 

その他、連絡事項等はございませんか。 

 

 構成的グループエンカウンター学習会の資料をご覧ください。少

しご説明させていただいたらと思います。先ほど新居浜市学力向上

推進委員会のお話をしました。授業を改善するのが授業力向上委員

会で、標準学力調査によって分析を行っています。そして、子ども

たちが学ぶ学級集団を分析して、満足した中で勉強をしていくその

学習環境づくりのために、学習環境委員会が設置されています。そ

の学習環境委員会が企画して実施しました学習会が、８月２７日の

構成的グループエンカウンター学習会です。１ページを開けてくだ

さい。今回講師に来ていただいたのは、早稲田大学の加勇田修二先

生です。日本で大変有名な日本教育カウンセラー協会の國分康孝先

生の愛弟子ということで、体験的なワークショップ形式でお話をい

ただきながら、体験学習をしていきました。小学校の先生が４８名、

中学校の先生が２６名、学習環境委員会の先生が１１名の合計８５

名が出席しまして、いろいろ勉強してまいりました。ワンネス・ウ

イネス・アイネスとありますが、ワンネスというのはまず相手をそ

のまままるごと理解することが大切ということで、ウイネスの時に

はそれを基にどう関わるかを一緒に考えていく、そしてアイネスと
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 阿部教育長 

いうのは最後私はこう思う、こう感じますよというメッセージを相

手に送るということで、このような手法でもってワークショップを

通じて、メッセージの送り方、児童生徒の理解の仕方、子どもの育

て方等を勉強しました。その結果としまして、次のページに円グラ

フが載っています。目立つのは緑色と青色だと思います。「学習会

に参加して、今後の学級経営のために役に立ちましたか」という質

問に対して、８７％がとてもそう思う、１３％が少しそう思うで、

思わないという人は誰もいませんでした。それから、「学習会に参

加して、児童生徒のために、今後実践してみようと思いましたか」

という質問に対しても同様の結果で、８６％がとてもそう思う、１

４％が少しそう思うという結果が出ております。この構成的グルー

プエンカウンターという手法が、非常に先生方の興味関心を引いた

ということがこの学習会からわかりました。この学習会の学びを全

体に広げていくべく、さらに研修、活動を重ねてまいりたいという

ことで、ご報告をさせていただきます。 

 

 ありがとうございました。その他、連絡事項等はございませんか。 

 

学校図書館支援員さんは夏休み中も各学校を回っていただきま

した。その中で神郷小学校、多喜浜小学校、金子小学校、浮島小学

校、大生院中学校、北中学校の活動の様子を学校図書館支援センタ

ーだよりにまとめていますので、また見ておいていただいたらと思

います。 

 

ありがとうございました。その他、連絡事項等はございませんか。 

 

 学校給食費未納状況についてご説明いたします。 

＜資料に基づき説明＞ 

 １ 未納状況 

 ２ 回収状況 

 

ありがとうございました。ただ今の説明で、何かご質問やご意見

等はございませんか。 

他に連絡事項等ございませんか。 

 

ＥＳＤ通信をご覧ください。教育委員会でＥＳＤについてどうい
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う取組をしているのかというのをみなさんに知っていただくとい

うことで、大牟田市が出していました。そういうことから、遅くな

ったのですが、「ＥＳＤ通信 Ｎｏ．１ －ふるさとを愛し未来を

拓く子の育成をめざして－」ということで公的な形で出させてもら

って、ホームページにも掲載し、小中学校にも配布していくという

形をとっていきたいと思います。よろしくお願いします。 

なお、１か月間の新居浜市の状況、取組の新聞資料をお配りして

います。教科書採択やあかがねミュージアムの課題等も出ていま

す。また読んでいただけたらと思います。 

 

ありがとうございました。その他、連絡事項等はございませんか。 

 

教科書について８月１２日の定例会で採択いただいたのですが、

その後、市内・市外・県外の各団体から採択に関する要請や抗議文

がＦＡＸ等で届いています。全部で１５通来ているということでお

知らせいたします。 

 

ありがとうございました。その他連絡事項等ございませんでしょ

うか。 

それでは、次回の定例会の日程を決定させていただきたいと思い

ます。１０月の定例会は、１０月８日木曜日の１５時００分から開

催させていただきます。よろしくお願いいたします。 

 これより、非公開審議に入りますので、関係者以外の方は退席を

お願いします。 
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